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厚生労働省 
インフルエンザ（総合ページ） 

高松市 
インフルエンザ予防接種について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することで起こる病気です。 

インフルエンザは、感染した人の咳やくしゃみ等のしぶき（飛まつ）を吸い込むことによる飛まつ感染や、 

患者と接触したり、ウイルスが付着した手で口や鼻に触れることによる接触感染が知られています。 

 

インフルエンザを防ごう！ 

 

・38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身倦怠感等の症状が比較的急速に現れるのが特徴です。 

あわせて普通の風邪と同じように、のどの痛み、鼻水、咳等の症状もみられます。 

・子どもではまれに急性脳症を、高齢者や免疫力の低下している方は細菌による肺炎を伴う等、 

重症になることがあります。 

インフルエンザの症状 

 

 

インフルエンザを予防するために 

流行前のワクチン接種 

感染後に発症する可能性を低

減させる効果と、発症した場合

の重症化防止に有効と報告さ

れています。 

十分な休養とバランスのとれた栄養摂取 

体の抵抗力を高めるために、十

分な休養とバランスのとれた栄

養摂取を日ごろから心がけまし

ょう。 

 

こまめな換気 

季節を問わず、十分な換気が重要

です。換気扇などを常時運転し、

最小限の換気量を確保しましょ

う。また、対角線上にあるドアや窓

を２か所開放すると効果的な換気

ができます。 

人混みへの外出を控える 

人混みに入る可能性がある場合

には、ある程度、飛沫感染等を

防ぐことができる不織布製マス

クを着用することは防御策の１

つです。 

外出後の手洗い等 

流水・石鹸による手洗いは手指な

ど体についたインフルエンザウイ

ルスを除去するために有効な方法

です。また、アルコール製剤による

手指衛生も効果があります。 

適度な湿度の保持 

空気が乾燥すると、気道粘膜の防御機能

が低下し、インフルエンザにかかりやすく

なります。乾燥しやすい室内では、加湿

器などを使って適切な湿度（ 50～

60％）を保つことも効果的です。 

① 咳やくしゃみを他の人に向けて発しないようにしましょう。 

② 咳やくしゃみが出るときはマスクをしましょう。マスクがない場合は、 

ティッシュや腕の内側などで口と鼻を覆いましょう。 

③ 鼻汁・痰などを含んだティッシュは、すぐにゴミ箱に捨てましょう。 

④ 手のひらで咳やくしゃみを受け止めた時は、すぐに手を洗いましょう。 

咳エチケット（飛沫感染対策） 

 

 


